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３．テーマ 

（１）バランス断面図と衝上構造 

（２）その他 

 



 

４．委員会の状況  

バランス断面図に基づく地質構造発達史の検討事例の紹介と柏崎地域の地質構

造への適用の可能性について議論がなされた。  

 

（１）バランス断面図と衝上構造  

バランス断面図は褶曲構造が発達する地域の地下構造の推定に有用である

ことから、バランス断面図の考え方や他地域における適用例が紹介された。  

バランス断面図の考え方を用いると、柏崎地域でみられる背斜構造の一部

は、地下深部の水平な断層（デコルマ）から立ち上がる衝上断層により形成

された断層伝播褶曲である可能性が示された。  

柏崎周辺地域の地質構造解析に関しては、「衝上断層があって、その断層関

連褶曲として褶曲が形成されている」という方向性を基本路線とし、当地域

を褶曲・衝上断層帯として地質構造の形成を考察していくことが重要である

との意見集約がなされた。  

 

（２）その他  

これまでの検討委員会では当地域に関する既往データを網羅的に紹介して

きたが、今後も引き続き、現在進行中の「ひずみ集中帯プロジェクト」等の最

新の研究結果を適宜含ませつつ、各種データを総合的に解釈し、地形及び地質

構造の形成過程に関して考察していくことを確認した。  

 

 

 

以 上  


